
総合的な土砂災害対策検討ワーキンググループ（報告） 

構  成 

はじめに 

（参考）総合的な土砂災害対策検討ワーキンググループ 委員名簿 

Ⅰ 我が国の土砂災害の現状 
１．近年の土砂災害対策の経緯 

２．平成 26年に発生した土砂災害の概要 

３．広島土砂災害の概要 

４．広島土砂災害を受けた政府のとりくみ 

５．避難勧告等に関するアンケート調査 

Ⅱ 今後の土砂災害対策への提言 
１．土砂災害の特徴と地域の災害リスクの把握・共有 
１．１ 土砂災害の特徴の共有 

１．２ 土砂災害リスク情報の把握・共有 

２．住民等への防災情報の伝達 
２．１ 避難準備情報の活用 

２．２ 適切な時機・範囲の避難勧告の発令 

２．３ 避難勧告等の情報の伝達方法の改善 

２．４ 市町村への助言 

３．住民等による適時適切な避難行動 
３．１ 指定緊急避難場所の確認等 

３．２ 指定緊急避難場所の迅速かつ確実な開設 

３．３ 自主的な避難を促すための仕組みづくり 

３．４ 防災教育の充実、人材の育成 

３．５ 自主防災組織の活用 
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４．まちづくりのあり方と国土保全対策の推進 
４．１ 土砂災害リスクを考慮した防災まちづくりの推進 

４．２ 平時からの国土監視 

４．３ 土砂災害防止施設の適切な整備･維持管理 

４．４ 森林の適切な整備・保全 

５．災害発生直後からの迅速な応急活動 
５．１ 救助活動における安全確保と安否確認の迅速化 

５．２ 緊急的な応急復旧支援の実施 

５．３ ボランティアとの積極的な連携 

５．４ 被災者に対する心のケア 

 

（参考）総合的な土砂災害対策検討ワーキンググループの開催経緯 
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